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　エレベーター・エスカレーターの意匠
部品など既存顧客の受注が平成３２年

（２０２０年）の東京オリンピック需要
や老朽化したエレベーターの買い替えで
堅調のなか、新規顧客の獲得に向け
営業活動を積極的に展開する。そのため
営業スタッフを平成２９年に増員予定。
関東地域の新規開拓やインテリア製品、
自動車のカーナビゲーションの取り
付けパネル、アミューズメント機器の
アクリル樹脂部品の受注拡大を狙う。
　また展示会を営業ツールとして活用。
年３回のペースで出展し、自社技術の
アピールや新規顧客の開拓、新たな
ニーズを発掘するほか、営業スタッフの
提案力を育成する場としても生かす。
　一方、大手家電メーカーのスピーカー
など音響関連の家電量産品は海外の
協力工場で組立し、篠山工場で最終
検査して納品しているが、今後は検査
だけでなく調達を含めた一貫生産体制
の確立を目指す。

自動車や
インテリア向けなどの
営業を強化

　アクリル樹脂のプロフェッショナルと
して約５０年培ってきた技術を次の５０年
に向けて生かすため自社ブランドの立ち
上げを目指している。「お客様の部材を
加工対応する受け身なビジネスから、自社
で考案した物を市場に出す積極的な
ビジネスを目指す」と土居社長は自社
ブランドへの思いを語る。
　自社ブランド製品の開発にはアクリル
樹脂の加工技術を生かす考え。材料メー
カーの規格にない厚みや色の組み合わせ
を重合接着で加工し、メーカー最大の
厚み規格に対し、１０倍の厚みを実現。
メーカーにない多色のグラデーションや
アクリル樹脂の内部まで文字がはっきり
見える透明度に仕上げる磨き技術で自
社ブランド製品の開発を目指す。第１弾は
インテリア関連などを検討、ネットを活
用し個人や法人向けの販売を予定してい
る。自社ブランドを立ち上げる体制づく
りのため業務改善など社内改革に着手。
月１回ペースで各部門の責任者が議論
し、見積書作成から設計、材料調達、
生産管理、出荷まで一元管理するシステ
ムの導入などを検討している。

インテリア製品など
独自技術で製品化へ

　「樹脂の切削、曲げ、重合接着、磨
きを社内一貫生産により短納期を実現
する。当社の強みは創業以来積み重ね
たこれらのノウハウと繊細な技術力であ
る」と土居大五社長は強調する。大手
メーカー開発者らの相談にきめ細やか
に対応し長年解決してきた経験と知識
をもとに課題を解決する。設計・開発
段階の試作品を含め１個単位の少量多
品種から１００万個以上の量産品まで
の受注に対応。用途に合わせ年間約
３万件の樹脂の相談に応じている。
　篠山工場には最大加工長さ２,６００㎜
の４軸加工機や 8 軸６軸の多軸切削
加工機を４台設備しており、２４時間
稼働可能な工場体制など最適な生産
体制と加工設備を備える。品質体制で
は材料の入荷から加工段階、出荷まで
のトリプル検査体制を実施。アクリル
樹脂の美しさの提供に欠かせない厳しい
外観検査では、熟練の検査員が外観
検査を実施する。光の強さを調整しな
がら四方から光を透過させキズやゴミを
見逃さず透過度を見極めている。

年間約３万件の樹脂相談と
厳しい検査体制

　昭和４４年に大阪府寝屋川市で創業
し、昭和４６年に大阪府守口市に本社
を移転した。プラスチックの切削加工
メーカーとして産業機器やプラント機器、
理化学機器など幅広い製品を納入して
いる。生産拠点の篠山工場（兵庫県
篠山市）にはＮＣ（数値制御）マシニング
センターを主とした各種樹脂の機械加
工を手がけ、多品種・少量・短納期
システムを構築している。中でも、アク
リル樹脂のディスプレー加工を得意と
している。

　また、アクリル樹脂の重合接着、曲げ
加工、彫刻、スクリーン印刷、金属
加工品との組立治具の製作も行って
おり、エレベーター・エスカレーターなど
の意匠パーツ、設備機械、車両関係、
電化製品ディスプレーパネルなどを
試作品から量産品の加工に対応する。
　関連会社で三菱レイヨン㈱と共同
出資のマークオプト㈱〈守口市〉では、
プラスチック光ファイバー加工と同応用
製品、部品加工を手がけている。

繊細な透明材料を高精度で一貫生産

アクリル・ポリカーボネート
切削加工のスペシャリスト

マーク工業 株式会社

当社は経営理念に自他ともにＷＩＮ‐ＷＩＮ
の関係を構築し、創造・挑戦・成長の「３つ
のＨＡＰＰＩＮＥＳ＝喜び」を掲げています。
ＷＩＮ‐ＷＩＮとは、つまり顧客満足を向上する
こと。具体的には「良い方法を創造し、より
良い製品を実現、ＱＣＤ（品質・コスト・納期）
向上の挑戦、品質マネジメントシステム（ＱＭＳ）
改善」に取り組んでいきます。多品種少量や
短納期を目標に掲げて社員一人ひとりが自己
の限界に挑戦し、やりがいのある職場づくり
に励みます。そして会社に関係するすべての
人のために実現できるように全力を注ぎます。

■主な事業内容
エレベーター部品・意匠品、家電品な
どの樹脂切削加工

■主な取引先（納入先）
エレベーターメーカー、家電メーカー、弱電系商社

創造・挑戦・成長の「３つの HAPPINES」
で ＷＩＮーＷＩＮの関係構築

http://www.mrkjp.com/
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創　業／昭和４４年１２月
設　立／昭和４４年１２月
資本金／２, ５００万円
従業員／３６名
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❶重合接着で加工した透明アクリル樹脂
❷篠山工場にて２４時間稼働で一貫生産する
❸篠山工場に導入する６軸の切削加工機●❶
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